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学
生
部
の
２
０
１
１
年
度

「
後
期
」
海
外
研
修
・
国
際

交
流
奨
励
生
に
１
組
と
２
人

が
決
ま
っ
た
。
調
査
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
を
目
的
に
渡
航
す

る
学
生
（
個
人
・
団
体
）
に

奨
励
金
が
贈
ら
れ
る
。
氏
名

と
渡
航
先
、
期
間
・
渡
航
目

的
は
次
の
通
り
。

▼
秋
谷
梓
帆
さ

ん
、
田
中
久
姫

子
さ
ん
（
共
に

人
間
科
学
１
）

∥
タ
イ
、
２
月

７
～
１４
日
、
タ

イ
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と

異
文
化
体
験
▼

長
橋
未
麻
さ
ん

（
人
間
科

学

２
）
∥
イ
ギ
リ

ス
、
１
月
３１
日

～
２
月
８
日
、
イ
ギ
リ
ス
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
文
学
の
関
係

▼
陸
野
絵
美
さ
ん
（
商
２
）

∥
タ
イ
ほ
か
、
２
月
１３
日
～

３
月
３
日
、
日
本
企
業
の
東

南
ア
ジ
ア
進
出
の
メ
リ
ッ
ト

学
生
部
主
催
の
２
０
１
１
年
度

「
懸
賞
論
文
・
文
芸
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
入
賞
者
が
決
ま
り
、
１２

月
１４
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
。

文
芸
部
門
は
建
部
華
子
さ
ん

（
文
３
）
∥

写

真

∥

の

「
極
彩
色
の

内
臓
」
が
鳳

賞
を
受
賞
。
賞
状
と
賞
金
２０
万
円

が
贈
ら
れ
た
（
懸
賞
論
文
は
鳳
賞

の
該
当
者
な
し
）。

小
林
恭
二
ゼ
ミ
で
小
説
づ
く
り

を
学
び
、
初
の
長
編
で
初
受
賞
と

な
っ
た
建
部
さ
ん
。「
極
彩
色
の
内

臓
」で
は
、不
登
校
の
女
子
大
生
に

起
こ
っ
た
事
件
と
、
そ
の
内
面
の

葛
藤
を
描
い
た
。

「
主
人
公
の
感
情
の
変
化
に
よ

り
、
社
会
が
変
化
す
る
よ
う
な
小

説
を
書
き
た
い
と
思
っ
た
の
が
作

品
づ
く
り
の
き
っ
か
け
。
鳳
賞
は

感
激
で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

今
年
度
の
応
募
件
数
は
懸
賞
論

文
が
１３
作
品
。
文
芸
作
品
が
２０
作

品
だ
っ
た
。

顕
著
な
活
動
を
行
っ
た
サ

ー
ク
ル
を
表
彰
す
る
、
学
生

部
の
２
０
１
１
年
度
学
生
部

長
賞
に
吹
奏
楽
研
究
会
、
ス

ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
研
究
会
、

硬
式
庭
球
愛
好
会
セ
プ
テ
ン

バ
ー
の
３
サ
ー
ク
ル
が
選
ば

れ
、
２
月
２
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
阿
藤
正
道
学
生
部
長（
商

学
部
教
授
）
か
ら
賞
状
と
賞

金
が
贈
ら
れ
た
。
表
彰
内
容

は
次
の
通
り
。

▼
吹
奏
楽
研
究
会
∥
震
災
で

楽
器
が
破
損
し
た
り
す
る

中
、
東
京
都
大
学
コ
ン
ク
ー

ル
６
位
入
賞
、
１５
年
ぶ
り
に

都
大
会
に
出
場
し
た
ほ
か
、

慰
問
演
奏
会
な
ど
数
々
の
演

奏
活
動
を
行
っ
た
。

▼
ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
研
究

会
∥
災
復
興
支
援
ラ
イ
ブ
や

東
日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ

ン
ト
に
演
出
し
た
ほ
か
、
義

援
金
の
一
部
を
石
巻
専
修
大

学
、
楽
器
を
失
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
寄
付
し
た
。

▼
硬
式
庭
球
愛
好
会
セ
プ
テ

ン
バ
ー
∥
創
部
４０
周
年
を
迎

え
、
活
発
な
活
動
を
続
け
る

と
と
も
に
、
秋
の
「
専
大
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
オ
ー
プ
ン
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
」
で
男
女
と
も

２
連
覇
を
達
成
し
た
。

◆
懸
賞
論
文

【
優
秀
賞
∥
賞
金
５
万
円
】

▽
田
中
久
美
子（
商
４
）「
億

万
長
者
が
経
営
す
る
企
業
の

株
価
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
‥
資

産
評
価
モ
デ
ル
に
よ
る

実
証
分
析
」
▽
寺
牛
陽

菜
（
文
３
）「
結
婚
難
時

代
」
▽
石
神
美
里
（
文

３
）「
日
本
の
結
び
文
化

か
ら
見
る
今
の
社
会
」

【
佳
作
∥
賞
金
２
万
円
】

▽
井
上
琴
美
（
文
３
）

「
改
正
臓
器
移
植
法
に

よ
っ
て
わ
か
る
社
会
的

な
死
」
▽
横
田
千
紗
（
文

４
）「
〈
２４
年
組
〉
と
は

一
体
何
で
あ
っ
た
か
―

〈
２４
年
組
〉
神
話
の
再

考
察
―
」
▽
松
本
康
生

（
経
済
３
）
「
円
高
の
日
本

に
対
す
る
影
響
と
対
応
策
」

▽
徳
満
翔
平（
経
済
４
）「『
対

話
』
が
生
む
社
会
～
未
来
を

創
る
創
造
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
～
」
▽
林
朋

実
（
文
３
）
「
メ
イ
ク
が
人

を
『
生
き
良
く
』
す
る
」

◆
文
芸
作
品

【
鳳
賞
∥
賞
金
２０
万
円
】

▽
建
部
華
子
（
文
３
）

「
極
彩
色
の
内
臓
」

【
優
秀
賞
∥
賞
金
５
万

円
】

▽
岡
田
大
樹
（
文
３
）

「
六
原
反
田
達
文
の
葬

送
」
▽
鈴
木
麻
衣
（
文

２
）「H

a
n
d
i
n
h
a
n

d

」
▽
川
股
彩
（
文
４
）

「
み
つ
め
る
」

【
佳
作
∥
賞
金
２
万
円
】

▽
小
泉
拓
麻
（
経
済

２
）
「
餅
と
す
っ
ぽ

ん
」▽
多
賀
谷
俊
規（
商

４
）
「
菫
色
の
煙
」
▽

浅
輪
貴
弘
（
文
２
）
「
俺
を

結
ぶ
縁
」
▽
前
田
貴
俊
（
文

４
）
「
路
地
裏
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
」
▽
佐
藤
美
香
（
二
部

法
２
）「
ひ
が
ん
の
恋
人
」

「
防
災
は
生
き
て
い
く
上

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
」
―
―
学
生
有
志
団
体「
Ｓ

Ｋ
Ｖ
（
専
修
大
学
神
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）」（
高
橋
晴
弥
代

表
・
法
２
、
会
員
２７
人
）
は

２
０
１
０
年
暮
れ
に
発
足
、

東
日
本
大
震
災
を
機
に
活
動

が
活
発
化
し
た
。
そ
の
柱
は

「
防
災
」
と
「
地
域
貢
献
」。

防
災
技
術
の
向
上
と
一
般
学

生
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
全
員
が
専
修
大

学
「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
」
（
半
期
に
一
度
開

催
）
を
受
講
。
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

（
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

育

成
、
防
災
教
育

を
推
進
す
る
民

間
団
体
）
か
ら

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

リ
ー
ダ
ー
認
定
証
、
東
京
消

防
庁
か
ら
上
級
救
命
技
能
認

定
証
を
取
得
し
て
い
る
。
活

動
は
災
害
対
策
の
ほ
か
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
清
掃

や
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
ワ
ク
チ

ン
寄
付
に
つ
な
が
る
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
」
も
行

っ
て
い
る
。

災
害
対
策
は
「
三
角
巾
に

よ
る
応
急
手
当
」
な
ど
の
救

命
講
習
会
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
の
防
災
ツ
ア
ー
、
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
実
践
的

で
実
用
的
な
も
の
ば
か
り
。

学
生
部
が
主
催
し
た
被
災

地
・
石
巻
市
で
の

２
回
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
（
１１
年

４
月
と
８
月
）
に

は
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
、
が
れ
き
の
撤

去
や
ド
ロ
出
し
、
被
災
者
の

家
の
清
掃
に
汗
を
流
し
た
。

被
災
地
に
近
い
宮
城
県
栗

原
市
出
身
の
高
橋
代
表
は

「
石
巻
の
体
験
は
衝
撃
で
し

た
。
被
災
者
と
触
れ
合
う
中

で
、
助
か
る
は
ず
だ
っ
た
命

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
私

の
活
動
の
原
点
」
と
言
う
。

副
代
表
の
植
木
貴
文
さ
ん

（
法
２
）
も
「
石
巻
で
の
活

動
で
は
、
わ
ず
か
で
も
被
災

者
の
役
に
立
て
る
の
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
に
ず
っ
と
留
ま
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
の
思
い
を
東

京
に
持
ち
帰
り
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
震
災
に
向

け
て
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
私
た
ち

の
役
目
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」。

メ
ン
バ
ー
は
２
月
、
東
京

・
八
王
子
市
に
あ
る
高
校
で

「
奉
仕
」の
授
業
運
営
を
一
部

任
さ
れ
た
。そ
こ
で
、石
巻
で

の
体
験
談
や
、
高
校
生
参
加

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、

防
災
意
識
向
上
を
訴
え
た
。

ま
た
、
震
災
か
ら
１
年
と
な

る「
３
・
１１
」に
向
け
、千
代
田

区
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
へ

の
参
加
も
予
定
し
て
い
る
。

「
防
災
は
継
続
し
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
い
ざ
と
い

う
時
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
意
識
を
持
つ
こ

と
が
大
切
」
と
高
橋
代
表
は

訴
え
る
。

文
学
部
人
文
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
学
科
の
有
志
９
人
が
東
日
本

大
震
災
で
津
波
の
被
害
を
受
け

た
人
々
を
励
ま
そ
う
と
、
昨
年

１２
月
２６
日
か
ら
２８
日
ま
で
、
石

巻
市
の
仮
設
住
宅
で
「
ふ
れ
あ

い
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、

お
年
寄
り
か
ら
被
災
時
の
話
を

聞
き
交
流
、
心
を
通
わ
せ
た
。

こ
の
活
動
の
発
端
は
、
同
学
科

の
藤
森
研
教
授
が
同
市
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体

か
ら
「
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」

開
催
の
話
を
聞

き
、
授
業
で
募

っ
た
こ
と

。

１
、
２
年
次
生

多
数
が
参
加
表

明
し
た
。

学
生
た
ち
は

「
ふ
れ
あ
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
名
づ
け
て
チ

ラ
シ
を
作
っ
た
り
し
て
活
動
を

開
始
。

会
場
の
同
市
の
仮
設
住
宅

「
開
成
１１
団
地
」
の
集
会
場
に

は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
一
日
約
１０
人
が
集
ま
っ
た
。

学
生
た
ち
は
３
日
間
の
活
動
を

終
え
、
手
紙
や
写
真
を
交
換
、

再
会
を
約
束
し
た
。

津
波
で
家
を
流
さ
れ
、
肉
親

を
失
っ
た
８６
歳
の
女
性
と
親
し

く
な
っ
た
諸
橋
彩
さ
ん
（
２
年

次
）
は
「
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

の
悲
惨
な
体
験
だ
っ
た
の
に
明

る
く
振
る
舞
わ
れ
、
私
の
方
が

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
３
日
間
の

お
付
き
合
い
で
し
た
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」
。
別
れ
際
に
は
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

子
ど
も
た
ち
と
鬼
ご
っ
こ
や
折

り
紙
で
遊
ん
だ
五
十
川
裕
明
さ

ん
（
１
年
次
）
は
「
み
ん
な
無

邪
気
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。
で
も

ど
こ
か
に
傷
を
も
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
一
緒
に
い
る
こ

と
で
、
痛
み
を
少
し
で
も
癒
や

す
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
う

れ
し
い
の
で
す
が
…
」。

震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
。

同
行
し
た
藤
森
教
授
は
「
被
災

地
で
は
心
の
ケ
ア
が
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

学
生
た
ち
は
学
ぶ
こ
と
が
多
か

っ
た
の
で
は
」
と
話
し
て
い

る
。こ

の
活
動
は
、
２
月
１０
～
１２

日
と
、
３
月
２６
～
２８
日
に
も
同

会
場
で
行
わ
れ
る
。

学
生
有
志
団
体「
Ｓ
Ｋ
Ｖ
」

受受
験験
生生
特特
集集

５

～

９

面

さ
ん

文
芸
・
鳳
賞
に
建
部

（
文
３
）

懸賞論文・文芸作品コンクール

専修大学には「社会知性の開発」を実践的にサポートするシステムがそろっている。さまざまな支援、機会を活用して自分の可能性を広げよう

（敬称略）

学学 生生 生生 活活 のの 可可 能能 性性 がが 広広 がが るる

石
巻
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
防
災
活
動
の
体
験

伝
え
続
け
た
い
」

入賞者と作品名

▲ 学生に三角巾による応急手当を実演

する高橋さん（右）と植木さん（左）

＝神田キャンパス

▲ 石巻で汗を流す＝２０１１年８月

充 実 の 奨 学 生 制 度 ・ 奨 励 制 度 ・ 留 学 制 度 …

学
生
部
「
後
期
」
海
外
研
修
・

国
際
交
流
奨
励
生
決
ま
る

被災地で「ふれあい」ボランティア被災地で「ふれあい」ボランティア

人文ジャーナリズム学科の９人

学生部長賞に３団体

石
巻
市
の
仮
設
住
宅
を
訪
ね

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
交
流

▲ ３団体が表彰された

▲ 集まったおばあちゃんたちと机を囲

んで（１２月２６日、石巻市の開成仮設

住宅団地北集会所で）

▲ 左から田中さん、秋谷さん、

阿藤学生部長、陸野さん

第４９７号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）受験生特集ニ ュ ー ス 専 修２０１２年（平成２４年）２月８日（５）


